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平成 16 年

2 月17日（火曜日）

一

（

印
は
、
県
法
規
集
掲
載
事
項
）
ペ
ー
ジ

告
　
　
示

○
家
畜
伝
染
病
予
防
法
施
行
細
則
の
規
定
に
よ
る
家
畜
及
び
物
品
等
の
移
入
の
禁
止

（
畜
　
産
　
課
）

一

●
香
川
県
告
示
第
九
十
二
号
の
二

家
畜
伝
染
病
予
防
法
施
行
細
則
（
昭
和
五
十
二
年
香
川
県
規
則
第
二
十
八
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
家
畜
及
び
物
品
等
の
県
内
へ
の
移
入
を
禁
止
す
る
。

平
成
十
六
年
二
月
十
七
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
移
入
禁
止
の
目
的

大
分
県
玖
珠
郡
九
重
町
の
愛
玩
鳥
飼
養
者
一
戸
に
お
い
て
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生

し
、
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め

二
　
対
象
と
な
る
家
畜
等

鶏
、
あ
ひ
る
、
七
面
鳥
及
び
う
ず
ら
並
び
に
そ
れ
ら
の
死
体
又
は
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

病
原
体
を
広
げ
る
お
そ
れ
の
あ
る
物
品

三
　
移
入
禁
止
の
期
間
　

平
成
十
六
年
二
月
十
七
日
か
ら
当
分
の
間

四
　
移
入
を
禁
止
す
る
対
象
と
な
る
区
域

大
分
県

１
　
大
分
家
畜
保
健
衛
生
所
の
所
轄
の
区
域

別
府
市
（
幸
町
、
富
士
見
町
、
野
口
中
町
、
野
口
元
町
、
駅
前
本
町
、
駅
前
町
、
上
野
口
町
、
天

満
町
、
石
垣
西
一
〜
一
〇
丁
目
、
石
垣
東
一
〜
一
〇
丁
目
、
中
央
町
、
西
野
口
町
、
田
の
湯
町
、
上

田
の
湯
町
、
青
山
町
、
上
原
町
、
山
の
手
町
、
原
町
、
中
島
町
、
光
町
、
朝
見
一
〜
三
丁
目
、
乙
原
、

秋
葉
町
、
末
広
町
、
立
田
町
、
浜
脇
三
丁
目
、
浦
田
、
田
の
口
、
河
内
、
鳥
越
、
柳
、
古
賀
原
、
内

成
、
中
須
賀
元
町
、
中
須
賀
本
町
、
春
木
、
桜
ヶ
丘
、
亀
川
四
の
湯
町
二
区
、
上
人
西
、
上
平
田
町
、

大
観
山
町
、
亀
川
中
央
町
二
区
、
野
田
、
内
竈
三
〜
一
七
組
、
小
阪
一
組
、
大
所
、
新
別
府
、
馬
場
、

火
売
、
北
中
、
鉄
輪
上
、
風
呂
本
、
御
幸
、
井
田
、
鉄
輪
東
、
北
鉄
輪
、
明
礬
、
湯
山
、
天
間
、
小

倉
、
朝
日
ヶ
丘
町
、
大
畑
、
竹
の
内
、
鶴
見
、
荘
園
、
扇
山
、
実
相
寺
、
荘
園
北
町
、
東
荘
園
、
緑

丘
町
、
南
立
石
一
〜
二
区
、
観
海
寺
、
南
立
石
生
目
町
、
南
立
石
板
地
町
、
南
立
石
本
町
、
堀
田
、

南
荘
園
町
、
鶴
見
園
町
、
南
立
石
八
幡
町
、
東
山
一
〜
二
区
、
枝
郷
、
山
の
口
及
び
城
島
の
各
町
の

区
域
に
限
る
。
）
、
速
見
郡
日
出
町
（
県
道
別
府
山
香
線
よ
り
西
側
に
位
置
す
る
区
域
に
限
る
。
）

及
び
山
香
町
（
大
字
久
木
野
尾
の
う
ち
畑
、
井
出
ノ
上
、
下
切
一
、
下
切
二
、
唐
川
及
び
口
野
尾
並

び
に
大
字
南
畑
字
冨
田
の
各
区
域
に
限
る
。
）
並
び
に
大
分
郡
野
津
原
町
（
福
宗
二
、
上
詰
、
湛
水
、

田
ノ
口
、
今
畑
、
太
田
、
高
沢
、
荷
小
野
、
山
中
、
石
合
、
上
石
合
、
白
家
、
今
市
町
、
摺
、
練
ヶ

迫
、
一
本
擽
及
び
石
合
原
の
各
区
域
に
限
る
。
）
、
挟
間
町
（
大
字
七
蔵
司
の
う
ち
城
ノ
坪
、
立
出
、

向
平
及
び
中
原
、
大
字
来
鉢
の
う
ち
ノ
ダ
ク
ボ
、
ヤ
ビ
ツ
、
ア
シ
マ
ツ
、
ハ
イ
ザ
コ
、
カ
ゲ
ノ
キ
、

タ
カ
ヒ
ラ
、
シ
バ
オ
、
ナ
カ
ゾ
ノ
、
ニ
シ
ナ
ベ
、
ト
ビ
カ
ス
、
ド
ヲ
ゾ
ノ
、
上
ノ
ツ
ル
、
下
来
鉢
、

ハ
ヤ
マ
及
び
キ
ウ
デ
、
大
字
赤
野
の
う
ち
折
戸
、
津
留
、
津
留
平
、
上
台
筋
、
山
田
、
上
山
田
、
下

山
田
、
堀
田
坂
、
庚
甲
、
今
在
家
、
台
、
大
野
地
、
廣
町
、
稗
田
、
下
ダ
イ
、
横
井
、
扇
ヶ
元
、
ヘ

リ
山
、
マ
ル
タ
、
下
台
、
芥
神
、
松
ヶ
迫
、
丸
ノ
ツ
ル
、
立
平
、
塔
ノ
山
、
セ
メ
、
西
、
姥
ヶ
塚
、

裏
、
屋
敷
、
北
口
原
、
南
口
原
、
茶
屋
、
上
ノ
浦
、
大
園
、
大
迫
久
保
、
宮
ノ
脇
、
向
ノ
谷
、
大
久

保
、
山
ノ
崎
、
宮
ノ
元
、
地
極
ツ
ル
、
谷
及
び
山
ノ
神
、
大
字
向
原
の
う
ち
上
原
、
老
色
木
、
恵
良
、

大
南
、
古
屋
敷
及
び
椋
木
原
、
大
字
鬼
崎
の
う
ち
、
貴
船
、
芝
尾
、
上
田
ノ
尾
及
び
五
反
田
並
び
に

大
字
谷
の
う
ち
底
鶴
、
生
田
原
、
南
生
田
原
、
石
場
、
鷲
倉
、
高
森
、
谷
、
竜
王
平
、
谷
村
鶴
、
丸

山
、
向
原
、
芝
原
、
宮
田
、
馬
篭
鶴
、
柳
ノ
鶴
、
ク
ヌ
ギ
ノ
尾
、
台
良
、
原
田
、
寺
ノ
上
、
山
田
、

白
岳
、
鳥
井
尾
、
鍋
ノ
前
、
畑
中
、
米
田
、
用
石
、
酒
ノ
鶴
、
尾
畑
、
荒
平
田
及
び
土
器
田
の
各
区

域
並
び
に
右
記
各
区
域
よ
り
西
側
に
位
置
す
る
区
域
に
限
る
。
）
、
庄
内
町
及
び
湯
布
院
町

２
　
三
重
家
畜
保
健
衛
生
所
の
所
轄
区
域
　
　

告

示
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二

差
路
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
南
側
境
界
線
に
沿
っ
て
北
東
に
進
み
、
市
道
竹
尾
線
と
の
三
差
路

に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
竹
尾
線
東
側
境
界
線
に
沿
っ
て
北
に
進
み
、
県
道
宝
珠
山
日
田
線
と
の
三

差
路
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
南
側
境
界
線
に
沿
っ
て
東
に
進
み
、
市
道
釜
ヶ
瀬
線
と
の
三
差
路

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
東
側
境
界
線
に
沿
っ
て
北
東
に
進
み
、
同
市
道
終
点
よ
り
釜
ヶ
瀬
林
道

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
東
側
境
界
線
に
沿
っ
て
北
に
進
み
、
山
国
町
と
の
境
界
線
に
至
る
線
よ

り
東
側
に
位
置
す
る
区
域
に
限
る
。
）
、
玖
珠
郡
九
重
町
及
び
玖
珠
町
並
び
に
日
田
郡
天
瀬
町
、
大

山
町
、
前
津
江
村
（
浮
羽
町
と
日
田
市
と
の
境
界
線
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
林
道
に
沿
っ
て
南
へ

進
み
、
村
道
石
ノ
内
第
二
線
と
の
交
差
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
村
道
石
ノ
内
第
二
線
に
沿
っ
て
南
へ

進
み
、
村
道
一
石
椿
ヶ
鼻
線
と
の
交
差
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
村
道
一
石
椿
ヶ
鼻
線
に
沿
っ
て
南
へ

進
み
、
県
道
前
津
江
村
星
野
線
と
の
交
差
点
に
至
り
同
所
か
ら
県
道
前
津
江
星
野
線
に
沿
っ
て
西
へ

進
み
、
星
野
村
と
の
境
界
線
に
至
る
線
よ
り
東
側
に
位
置
す
る
区
域
に
限
る
。
中
津
江
村
（
中
津
江

村
と
菊
池
市
と
の
境
界
線
と
県
道
鯛
生
菊
池
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
て
、
同
地
点
か
ら
北
に
進
み
、

県
道
日
田
鹿
本
線
に
至
り
、
同
県
道
沿
っ
て
北
に
進
み
、
国
道
四
百
四
十
二
号
線
に
戻
り
、
同
国
道

を
東
に
進
み
、
村
道
猪
野
々
吉
原
線
に
至
り
、
同
村
道
を
北
に
進
み
、
県
道
日
田
鹿
本
線
に
至
り
、

同
県
道
を
北
に
進
み
、
中
津
江
村
と
前
津
江
村
と
の
境
界
線
に
至
る
線
よ
り
西
側
に
位
置
す
る
区
域

を
除
く
。
）
上
津
江
村
（
国
道
三
百
八
十
七
号
第
九
笹
野
橋
よ
り
西
側
に
位
置
す
る
区
域
を
除
く
。
）

４
　
宇
佐
家
畜
保
健
衛
生
所
の
所
轄
の
区
域

宇
佐
郡
安
心
院
町
と
山
香
町
と
の
境
界
線
と
県
道
山
香
院
内
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か

ら
宇
佐
別
府
道
路
の
安
心
院
Ｉ
Ｃ
、
香
下
ダ
ム
の
管
理
棟
、
石
山
山
頂
、
県
道
佐
田
駅
川
の
麻
生
大

橋
、
八
面
山
山
頂
、
青
の
洞
門
、
正
平
寺
及
び
中
摩
殿
畑
山
を
順
に
経
由
し
中
摩
殿
畑
山
か
ら
南
西

に
進
み
、
山
国
町
と
の
日
田
市
と
の
境
界
線
と
の
交
差
に
至
る
線
よ
り
南
側
に
位
置
す
る
区
域
に
限

る
。

熊
本
県

阿
蘇
郡
南
小
国
町
、
小
国
町
、
産
山
村
、
阿
蘇
町
（
県
道
十
二
号
に
沿
っ
て
大
分
県
境
か
ら
県
道
三

百
三
十
九
号
と
の
交
差
点
ま
で
の
以
北
、
県
道
十
二
号
と
県
道
三
百
三
十
九
号
と
の
交
差
点
か
ら
国
道

二
百
十
二
号
と
県
道
百
四
十
九
号
と
の
交
差
点
を
結
ん
だ
線
ま
で
の
以
北
、
国
道
二
百
十
二
号
に
沿
っ

て
県
道
百
四
十
九
号
と
の
交
差
点
か
ら
国
道
五
十
七
号
と
の
交
差
点
ま
で
の
以
北
及
び
国
道
五
十
七
号

に
沿
っ
て
国
道
二
百
十
二
号
と
の
交
差
点
か
ら
一
の
宮
町
境
ま
で
の
以
北
）
、
一
の
宮
町
（
国
道
五
十

竹
田
市
（
熊
本
県
阿
蘇
郡
産
山
村
と
大
分
県
竹
田
市
と
の
境
界
線
と
市
道
菅
大
線
と
の
交
点
を
起

点
と
し
、
同
所
か
ら
市
道
菅
大
線
を
南
東
に
進
み
、
市
道
グ
リ
ー
ン
ル
ー
ト
二
号
線
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
市
道
グ
リ
ー
ン
ル
ー
ト
二
号
線
を
北
に
進
み
、
市
道
志
土
知
久
保
線
の
交
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
市
道
志
土
知
久
保
線
を
東
に
進
み
、
市
道
天
神
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
天
神

線
を
北
に
進
み
、
市
道
上
畑
横
断
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
上
畑
横
断
線
を
東
に
進
み
、

県
道
小
川
穴
井
迫
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
県
道
小
川
穴
井
迫
線
を
北
に
進
み
、
県
道
白
丹

竹
田
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
県
道
白
丹
竹
田
線
を
東
に
進
み
、
市
道
城
原
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
市
道
城
原
線
を
北
に
進
み
、
市
道
高
伏
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
高

伏
線
を
北
に
進
み
、
市
道
長
慶
橋
宇
津
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
長
慶
橋
宇
津
線
を
東

に
進
み
、
市
道
辻
迫
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
辻
迫
線
を
北
に
進
み
、
県
道
竹
田
直
入

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
県
道
竹
田
直
入
線
を
北
西
に
進
み
、
市
道
小
高
野
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
市
道
小
高
野
線
を
北
に
進
み
、
直
入
郡
直
入
町
と
の
境
界
線
と
の
交
点
に
至
る
線

よ
り
北
側
に
位
置
す
る
地
域
）
及
び
大
野
郡
朝
地
町
（
朝
地
町
と
野
津
原
町
と
の
境
界
線
上
に
あ
る

町
道
小
ノ
迫
線
終
点
を
起
点
し
、
同
所
か
ら
城
山
の
山
頂
を
経
て
国
道
四
百
四
十
二
号
と
町
道
栗
栖

中
熊
線
と
の
交
点
に
進
み
、
同
点
か
ら
烏
嶽
神
社
を
経
て
県
道
朝
地
直
入
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

点
か
ら
同
県
道
に
沿
っ
て
交
点
に
進
み
町
道
福
地
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
に
沿
っ
て
同
町
道

の
終
点
に
至
り
、
そ
の
地
点
か
ら
草
深
橋
を
経
由
し
て
三
宅
山
の
頂
点
を
結
ぶ
点
）

３
　
玖
珠
家
畜
保
健
衛
生
所
の
所
轄
の
区
域
　

日
田
市
（
日
田
市
と
前
津
江
村
の
境
界
を
起
点
と
し
、
浮
羽
町
境
界
線
に
沿
っ
て
北
に
進
み
、
筑

後
川
に
至
り
、
同
所
か
ら
筑
後
川
右
岸
側
境
界
線
に
沿
っ
て
南
東
に
進
み
、
大
肥
川
と
の
交
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
大
肥
川
左
岸
側
境
界
線
に
沿
っ
て
北
に
進
み
、
大
鶴
大
橋
に
至
り
、
同
所
か
ら
県
道

大
鶴
熊
取
線
南
側
境
界
線
に
沿
っ
て
東
に
進
み
、
市
道
下
河
内
・
日
明
原
線
と
の
三
差
路
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
市
道
東
側
境
界
線
に
沿
っ
て
北
に
進
み
、
市
道
猟
我
向
原
線
と
の
三
差
路
に
至
り
、
同

所
か
ら
市
道
猟
我
向
原
線
東
側
境
界
線
に
沿
っ
て
北
に
進
み
、
市
道
簗
場
山
際
線
と
の
三
差
路
に
至

り
、
同
所
か
ら
市
道
簗
場
山
際
線
東
側
境
界
線
に
沿
っ
て
北
東
に
進
み
、
県
道
和
田
大
鶴
停
車
場
線

と
の
三
差
路
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
東
側
境
界
線
に
沿
っ
て
北
に
進
み
、
市
道
岩
戸
中
村
線
と

の
三
差
路
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
東
側
境
界
線
に
沿
っ
て
北
東
に
進
み
、
中
村
林
道
支
線
と
の

三
差
路
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
南
側
境
界
線
に
沿
っ
て
東
に
進
み
、
市
道
小
野
尾
当
線
と
の
三
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三

七
号
に
沿
っ
て
阿
蘇
町
境
か
ら
波
野
村
境
ま
で
の
以
北
）
及
び
波
野
村
（
国
道
五
十
七
号
に
沿
っ
て
一

の
宮
町
境
か
ら
大
分
県
境
ま
で
の
以
北
）



平
成
十
六
年
二
月
十
七
日
印
刷
発
行

印
刷
発
行
所
　
　
香
　
　
川
　
　
県
　
　
庁

（
購
読
料
月
極
二
千
五
百
円
）

古紙配合率70％
白色度70％再生紙を使用しています

香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
六
年
二
月
十
七
日

（
号
外
）

四

香川県報は、香川県ホームページにも掲載しています。
http://www. pref. kagawa. jp/


